
取組を進めるに当たり困難であった事例 

Ｃ．教員の教育・研究指導能力の向上のための方策 

①ＦＤ体制の整備充実 
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「５つの力をもつシンセシス型博士人材の育成」の事例 ＜理工農系＞ 

具体的に何を実施し、何が困難であったのか 

プログラム実施期間中には、５つの力を客観的に評価方法などについて取り組み

教員を中心に専攻教員全員で検討する機会を設け、組織内における問題意識の共有

を図った。 

３年間のデータの蓄積が完了したプログラム実施後に、本専攻の教員を対象に最

初のＦＤを実施して、評価結果のフィードバックを行ったが、ＣＩ評価システムの

利用方法の周知徹底が不十分であったため、専攻教員による検証作業を十分に行う

ことができなかった。 

苦労したこと、困難であったことの具体的な要因は何だったのか、それにより実施内容が

どのような影響を受けていたのか 

 ５つの力を定量的に評価するために開発したＣＩ評価システムは、幾度にも及ぶ

改良や機能追加を経て本教育プログラムの最終年度にほぼ所定の仕様を満たすシス

テムとして完成した。そのため、教員による検証作業を行う期間が当初の計画より

短くなってしまったことが主な要因と考えている。その結果、ＦＤを行う前の準備

作業を十分に行うことができなかった。 

どのように対応し、そのような結果が得られたのか、また、その結果が望ましいものでは

なかった場合、あらかじめどのように対応していれば適切であったのか、どうすればより

良い結果を導くことができたのか 

ＣＩ評価システムの開発と併行して、専攻教員に開発状況やシステムの利用法な

どを予め説明しておけば、同システム完成後にＦＤを実施する準備作業をより円滑

に行うことができたと思われる。現在、評価結果の妥当性などについて各教員によ

る検証を継続中である。 

 

 

 


